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良
い
面
で
も
悪
い
面
で
も
、世
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
は
、ハ
ワ
イ
出
身
で
ア
フ
リ
カ
系
黒
人

の
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
氏
を
大
統
領
に
選
出
し
ま
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
危
機
は
、全
世
界
に
波
及
し
、経
済
活
動
の
停
滞
か
ら
、国
民
の
生
活
も
塗
炭
の

苦
し
み
と
将
来
へ
の
不
安
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
今
ま
さ
に
、ア
メ
リ
カ
に
よ
る
政
治
、軍
事
、経
済
の
一
極

支
配
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。こ
の
影
響
は
、日
本
に
、そ
し
て
山
中
湖
村
に
も
未
曾
有
の
危
機
と

し
て
迫
っ
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
、山
中
湖
村
の
財
政
内
容
に
重
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る“
フ
ァ
ナ
ッ
ク（
株
）
”は
、今
年
度
の

純
利
益
予
想
を
164
億
円
下
方
修
正
し
、前
年
度
よ
り
18.7
％
減
益
に
な
る
と
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
当
然
、今
後
山
中
湖
村
の
税
収
見
込
み
に
も
、極
め
て
深
刻
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
意
味
で
、山
中
湖
村
も
、過
去
に
と
ら
わ
れ
な
い
、あ
ら
ゆ
る
面
で
の
根
本
的“
チ
ェ
ン
ジ（
変

革
）
”が
必
要
だ
と
、痛
感
し
て
い
ま
す
。

税
金
を
有
効
利
用
す
る
た
め
に

臨
時
議
会
の
報
告

10
月
27
日
に
臨
時
議
会
が
召
集
さ
れ
、
以
下

の
請
負
契
約
他
３
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

●
平
野
保
育
所
建
設
工
事
請
負
契
約

契
約
金
額
…
…
4
億
267
万
５
千
円

契
約
の
相
手
…
タ
カ
ム
ラ
建
設
株
式
会
社

∧
入
札
実
態
∨
…
（
一
般
競
争
入
札
）

●
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
請
負
契
約

契
約
金
額
…
…
…
９
、９
５
４
万
円

契
約
の
相
手
…
…
…
川
上
建
設
株
式
会
社

∧
入
札
実
態
∨
…
…（
一
般
競
争
入
札
）

い
っ
た
い
、な
に
を

チ
ェ
ン
ジ
・
変
革
す
る
の
か
？

　
◆ 

審
議
内
容
か
ら
の
疑
念

●
　

平
野
保
育
所
建
設
の
入
札
は
、８
月
に
２
回

　
不
成
立
に
な
っ
て
お
り
、３
回
目
で
落
札
。

● 

し
か
し
、過
去
２
回
の
不
成
立
理
由
は
、設
計

会
社（
総
合
建
築
設
計
事
務
所
）が
、常
識
で

は
考
え
ら
れ
な
い
積
算
ミ
ス
を
行
な
い
、建
設

予
定
が
２
ヶ
月
お
く
れ
て
い
る
。

●
　

積
算
ミ
ス
等
に
よ
る
上
乗
せ
変
更
額
は
、約

5
千
万
円
以
上
で
あ
る
。

●
　

こ
の
設
計
会
社
は
、基
本
設
計
時
の
会
社
で

は
な
く
、本
設
計
の
入
札
時
に
指
名
さ
れ
た

会
社
で
あ
る
。

●
　

一
般
競
争
入

札
と
銘
打
ち

な
が
ら
、「
県

の
格
付
基
準

A
級
で
富
士

北
麓
管
内
に

本
店
・
支
店

を
有
す
る
者
」

と
条
件
が
付

け
ら
れ
て
お
り
、

応
募
範
囲
を

２
回
目
に
は

全
県
下
ま
で

広
げ
て
お
き
な
が
ら
、今
回
は
富
士
北
麓
管

内
に
縮
小
限
定
し
、一
般
競
争
入
札
の
趣
旨

に
反
す
る（
実
態
は
「
制
限
付
き
一
般
競
争
入

札
」
）。

●
　

村
長
が
「
私
は
、地
元
業
者
を
考
え
て
お
り

指
名
競
争
入
札
に
し
た
か
っ
た
」
と
答
え
た

た
め
、「
で
は
地
元
で
A
級
業
者
は
何
社
あ
る

か
」
と
質
問
す
る
と
総
務
課
長
が「
一
社
で
す
」

と
回
答
し
、さ
ら
に
「
そ
の
会
社
名
は
？
」
と

問
う
と
「
タ
カ
ム
ラ
建
設
で
す
」
と
回
答
し
た

（
「
何
を
か
言
わ
ん
や
」で
あ
る
）。

●
　

一
般
競
争
入
札
で
あ
り
な
が
ら
、
98.99
％
い
う
高

い
落
札
率
は
、極
め
て
談
合
の
疑
い
が
高
く（
全

国
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
協
会
の
見
解
）、公
正
な
税

金
の
使
い
方
と
し
て
村
民
の
理
解
は
得
ら
れ

な
い
。

　
　
　
◆ 

採
決

● 

樋
口
と
高
村
文
雄
議
員
が
「
元
々
、
保
育

所
建
設
に
は
賛
成
で
あ
る
。
し
か
し
、
5

千
万
円
以
上
の
見
積
ミ
ス
か
ら
は
じ
ま
っ

た
こ
の
契
約
経
緯
は
、
不
透
明
で
不
可
解

だ
。
さ
ら
に
、
落
札
率
98.99
％
な
ど
は
、
と

う
て
い
村
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
」
と

反
対
討
論
を
お
こ
な
う
。

● 

樋
口
の
あ
と
、
羽
田
一
三
議
員
が
「
5
千

万
円
の
上
乗
せ
内
容
に
は
問
題
が
あ
る
が
、

子
育
て
支
援
等
も
勘
案
し
本
契
約
に
は
賛

成
す
る
」
と
の
賛
成
討
論
を
お
こ
な
う
。

● 

採
決
は
、
樋
口
と
高
村
文
雄
議
員
以
外
の

議
員
が
賛
成
し
、
不
可
解
な
請
負
契
約
は

可
決
さ
れ
た
。

● 

村
民
の
率
直
な
意
見
を
伺
い
た
い
。

　予定価格……406,770,000円

○タカムラ建設…402,675,000円（９８.９９％）

　川上建設……404,250,000円

　芙蓉建設……405,615,000円

　　　予定価格……101,850,000円

　　○川上建設……　99,540,000円（９７.７％）

　　　芙蓉建設……100,800,000円

　　　羽田建設……100,275,000円

　　　富士急建設…101,010,000円

　　　タカムラ建設…辞退

応札者と入札金額および（落札率）

●老人福祉センター改修工事

●平野保育所建設工事

　
政
治
に
は
、住
民
か
ら
貴
重
な
税
金
を
公
平

に
集
め
、そ
れ
を
納
税
者
で
あ
る
住
民
の
幸
せ
な

暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
に
、適
正
か
つ
公
正
に

配
分
す
る
使
命
が
あ
り
ま
す
。

　
で
も
、山
中
湖
村
の
政
治
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　
樋
口
は
、こ
れ
ま
で
税
金
の
ム
ダ
使
い
や
不
正

な
使
い
方
に
つ
い
て
数
々
の
指
摘
を
し
て
き
ま
し

た
。こ
の
際
、政
治
の
役
割
と
税
金
の
使
い
方
に

つ
い
て
、現
状
の
問
題
点
か
ら
将
来
へ
の
可
能
性

ま
で
を
、根
本
か
ら
問
い
直
し
て
み
ま
す
。

○
ま
ず
、「
政
治
の
役
割
」
と
は
何
か
？

①
住
民
の
暮
ら
し
と
安
全
を
守
る
こ
と

②
将
来
へ
の
希
望
と
安
心
を
保
証
す
る
こ
と

③
他
の
周
辺
地
域
と
仲
良
く
共
生
す
る
こ
と

○
そ
の
た
め
の
「
基
礎
要
件
」
と
は
？

①
明
確
な
プ
ラ
ン
…
…
目
的
に
合
っ
た
政
策
と

　
　
　
　
　
　
予
算（
税
金
）の
適
正
配
分

②
村
長
と
役
場
職
員
…
政
策
の
実
行
能
力
と
、

　
　
　
　
　
　
住
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
充
実

③
職
員
と
議
会
…
…
チ
ェッ
ク（
検
査
・
監
査
・
調

　
　
　
　
　
　
　
査
）能
力
と
審
議
能
力

○
山
中
湖
村
で
は
、三
大
基
礎
要
件
が

　
機
能
し
て
い
る
か
？

　
●
残
念
な
が
ら
、樋
口
は
、い
ず
れ
も
不
充
分

　
　
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す

○
で
は
、ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
？
基
本
編

❶ 

事
業
計
画
の
、根
本
的
見
直
し
。

　
●
　

既
存
事
業
の
行
政
評
価
を
す
る

　
●
　

ム
ダ
な
部
分
を
徹
底
的
に
排
除
す
る

　
●
　

今
後
の
事
業
の
費
用
対
効
果
を
検
証
す
る

❷ 

役
場
機
能
を
大
改
革
す
る
。

　
●
　

村
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
職
員
の
意
識
改
革

　
●
　

能
力
本
位
の
人
材
配
置

　
●
　

女
性
や
若
者
の
積
極
的
政
治
参
加

　
●
　

情
報
公
開
の
徹
底

❷ 

議
会
の
機
能
を
大
改
革
す
る
。

　
●
　

議
会
の
全
内
容
を
公
開
す
る

　
●
　

議
会
の
模
様
を
中
継
放
送
す
る

　
　
　
　
　（
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
）

　
●
　

議
員
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、政
務
調
査

　
　
費
を
認
め
る（
議
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
）

○
公
共
事
業
は
ど
う
な
る
か
？
応
用
編

❶ 

土
木
・ハ
コ
物
事
業
か
ら
の
脱
却
す
る
。

❷ 

水
と
緑
の
公
共
事
業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

　
●
　

湖
の
水
質
浄
化
と
湖
畔
周
辺
の
整
備

❸ 

里
山
・
奥
山
の
整
備
事
業
を
展
開
す
る
。

　
●
　

景
観
お
よ
び
環
境
整
備
を
目
的
と
し
た

　
　
土
木
事
業
に
転
換

　
●
　

人
と
動
物
の
共
生
環
境
を
整
備

　
●
　

新
し
い
産
業
と
雇
用
の
場
を
創
出

○
将
来
の
可
能
性
は
ど
う
か
希
望
編

❶ 

情
報
通
信
網
を
村
内
全
域
に
整
え
る

　
●
　

緊
急
災
害
時
の
高
度
な
防
災
体
制
と
な
る

　
●
　

企
業
誘
致
の
情
報
通
信
イ
ン

　
　
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
る

　
●
　

リ
ゾ
ー
ト
・
オ
フ
ィ
ス
の
条
件
が

　
　
構
築
さ
れ
る

　
●
　

山
中
湖
村
の
自
然
、歴
史
、レ

　
　
ジ
ャ
ー
情
報
等
を
、村
内
ど
こ

　
　
に
い
て
も
入
手
で
き
る

❷
『
健
康
』
を
中
心
テ
ー
マ
と
し
た

　
　
村
づ
く
り

　
＊「
か
わ
ら
版
４７
号
」『
健
康
立
村
　

　
　
　
へ
の
提
案
』を
参
照

❸
文
化
、芸
術
の
世
界
的
交
流
の

　
場
と
し
て
の
山
中
湖
村
に
変
身

　
＊
次
の
機
会
に
詳
細
を
紹
介
し
ま
す
。

∧
今
回
の
結
論
∨

◎
た
と
え
、ど
ん
な
に
財
政
が
裕

福
で
も
、ま
た
ど
ん
な
に
立
派

な
計
画
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

　
①
役
場
改
革
（
村
長
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
と
職
員
の
意
識
改
革
）、

　
②
議
会
改
革
（
審
議
能
力
の
向

上
と
公
開
の
実
現
）
の
根
本
的

変
革
な
く
し
て
、村
民
の
幸
せ

な
暮
ら
し
と
山
中
湖
村
の
明
る

い
将
来
は
実
現
さ
れ
ま
せ
ん
。

◎
そ
し
て
、村
民
自
身
も
、し
が
ら

み
や
馴
れ
合
い
か
ら
の
変
革
が
、

ま
ず
必
要
で
す
。

先日、「山中湖村の明日を考える会」なる名称で、村の財政データ（誤りもある）を記載したカラー刷りの紙面
が郵送されてきましたが、樋口は、この件に関して全く関与しておりませんので、ここにご報告いたしますお知らせ

　　税
金の

　有
効

　活用
その
2


